
　
市
民
窓
口
課
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
て
無
料
で
証
明
写
真

を
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
初
回
発
行
無
料
）。
出
張
申
請

で
は
、
市
内
の
公
共
施
設
に
市
職
員

が
出
向
き
、
申
請
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
い
ず
れ
の
申
請
で
も
で
き
あ

が
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

申
請
か
ら
約
１
カ
月
後
に
ご
自
宅
に

郵
送
し
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
ご
利
用
に

は
予
約
が
必
要
で
す
。
利
用
日
の
前

日
ま
で
に
、
市
民
窓
口
課
に
電
話
で

ご
予
約
下
さ
い
。（
利
用
希
望
日
、

利
用
人
数
な
ど
）

※
申
請
者
多
数
の
場
合
は
受
け
付
け

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
利
用
予
約
受
付
開
始
日
】

　
11
月
４
日
㈬
か
ら

【
受
付
条
件
】

　
次
の
①
～
④
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

②
申
請
者
本
人
（
15
歳
未
満
の
方
お

　
よ
び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
法
定

　
代
理
人
と
と
も
に
）
が
会
場
に
来

　
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

　
請
し
て
い
な
い
こ
と

④
本
人
確
認
書
類
お
よ
び
次
の
必
要

　
な
も
の
を
持
参
で
き
る
こ
と

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

〇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　
（
申
請
書
が
手
元
に
な
く
て
も
手

種類

A
運転免許証・パスポート・身体障
害者手帳など
※顔写真付きの公的身分証

B

各種健康保険証・年金手帳・介護
保険証・社員証・学生証など
※「氏名＋生年月日」または「氏
名＋住所」が記載されていること

15 歳未満
の方

・親権者の本人確認書類
・戸籍謄本など資格を証
する書類

（ただし、本籍が市内にあ
る場合や同居の親などは
不要）

成年被後
見人の方

・後見人の本人確認書類
・成年後見登記事項証明書

出張場所 期日

板橋コミュニティセンター
（板橋 2675 ‐ 1）

11 月
13 日㈮

十和分館（上長沼 1240）
11 月

18 日㈬

みらい平コミュニティセンター
（紫峰ヶ丘４ ‐ ４ ‐ １）

12 月
２日㈬

福岡分館（福岡 1433）
12 月
４日㈮

谷井田コミュニティセンター
（谷井田 1960）

12 月
９日㈬

小絹コミュニティセンター
（小絹 848）

12 月
11 日㈮

■出張申請サポート日■本人確認書類

　
続
き
で
き
ま
す
）

〇
通
知
カ
ー
ド
（
申
請
受
付
時
に
回

　
収
し
ま
す
）

〇
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

　
の
方
の
み
）

〇
本
人
確
認
書
類
原
本
（
左
上
表
の

　
Ａ
か
ら
２
点
、
ま
た
は
Ａ
か
ら
１

　
点
と
Ｂ
か
ら
１
点
、
も
し
く
は
Ｂ

　
か
ら
２
点
が
必
要
で
す
）

※
申
請
者
本
人
が
15
歳
未
満
の
方
お

よ
び
成
年
被
後
見
人
の
方
は
、
追
加

で
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※各会場のサポート時間：午前 10時～午後４時

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
出
張
申
請
で

問 

伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
０
４
）

手続き・申請

こ
ん
に
ち
は
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

問 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
庁
舎
内
）　
☎
57
‐
０
２
０
３

　

家
族
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
家

族
と
離
れ
て
暮
ら
す
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
に

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
と
心
配
し
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

介
護
が
必
要
か
な
と
感
じ
始
め

た
ら
、
電
話
な
ど
で
体
調
の
変
化

や
心
配
ご
と
な
ど
生
活
状
況
を
確

認
す
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
で
、
変
化
に
気
づ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
体
調
が
悪
化
し
た
り
、

心
配
や
不
安
な
こ
と
が
多
く
な
り
、

介
護
す
る
こ
と
が
増
え
始
め
た
と

き
に
は
、
誰
が
ど
う
関
わ
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介

護
を
す
る
た
め
に
は
、
家
族
や
親

せ
き
の
協
力
を
欠
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
兄
弟
間
や
親
せ
き
で

役
割
分
担
や
協
力
体
制
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
、
で
き
な

■ 

第
18
回
　
家
族
の
介
護

い
こ
と
を
考
え
、
で
き
る
だ
け
不

公
平
感
の
な
い
分
担
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

誰
か
に
大
き
な
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
介
護
す
る
た
め
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
公
的
支
援
サ
ー

ビ
ス
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
力
も
借
り
る
こ
と
も
考

え
ま
し
ょ
う
。
隣
近
所
の
方
た
ち

と
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
よ
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

働
き
盛
り
の
世
代
が
介
護
を
す

る
こ
と
が
多
く
、
自
分
た
ち
の
家

庭
や
将
来
の
こ
と
も
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
と
介
護

を
同
時
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

負
担
感
も
大
き
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
親
子

や
兄
弟
、
夫
婦
で
介
護
に
つ
い
て
、

家
族
で
考
え
る
時
間
を
持
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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